
2022年 10月 11日 

  
「めいぎんポジティブインパクトファイナンス」の契約締結について 

～株式会社中野工業所のサステナブル経営をサポート～ 

名古屋銀行（頭取 藤原 一朗）は、株式会社中野工業所（代表取締役 中野 雅人）と「めいぎ
んポジティブインパクトファイナンス」の契約を締結いたしましたのでお知らせします。 
当行は、今後もグループ一体となり、銀行の既存のビジネスモデルに捉われない持続可能な収

益機会の創出及び付加価値の高いサービスを提供し、さまざまなお客さまの経営課題解決を通じ
て地域社会とともに未来を創造してまいります。 

記 

1．契約締結日 2022年 9月 30日（金） 

2．融 資 金 額 100百万円 

3．融 資 期 間 5年 

4．資 金 使 途 事業資金 

5．PIF評価書 添付資料をご参照ください。 

※株式会社格付投資情報センター（R&I）のセカンドオピニオンは、下記URLをご参照ください。 

https://www.r-i.co.jp/rating/esg/index.html 

 

6．株式会社中野工業所の概要 

代 表 者 中野 雅人 

本社所在地 愛知県名古屋市中川区玉船町二丁目 1番 13号 

業 種 ドラム缶修理・再生業 

設立年月日 1953年 4月 1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「めいぎんポジティブインパクトファイナンス」の取り扱い開始について 

https://www.meigin.com/release/files/20220111meigin_PIF.pdf 

以 上 

 

株式会社中野工業所 

代表取締役 中野 雅人 氏 

＜記念盾贈呈式の様子＞ 

※写真撮影時のみマスクを外しております。 

株式会社名古屋銀行 

常務取締役 南出 政雄  

https://www.r-i.co.jp/rating/esg/index.html
https://www.meigin.com/release/files/20220111meigin_PIF.pdf
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ポジティブインパクトファイナンス評価書 

～株式会社中野工業所～ 

2022 年 9 月 30 日 

株式会社名古屋銀行 

法人営業部 法人コンサルティンググループ 

 



1 

 

 

はじめに 

株式会社名古屋銀行は、株式会社中野工業所に対し、めいぎんポジティブインパクトファイナンス（以

下、めいぎん PIF）を実行した。 

本件取組にあたって、株式会社名古屋銀行は国連環境計画金融イニシアティブ（以下、UNEP FI とい

う。）が策定した「ポジティブインパクト金融原則」及び、環境省が策定した「インパクトファイナンス

の基本的考え方」に則り、株式会社中野工業所の企業活動における包括的なインパクトを分析し、充実

したサステナビリティ経営に向けた KPI を設定した。 

 

借入人概要 

借入企業 株式会社中野工業所 

所在地 名古屋市中川区玉船町二丁目 1 番 13 号 

従業員数 182 名  

売上高 6,333 百万円 

事業内容 ドラム缶修理・再生業 

 

融資条件概要 

融資形態 証書貸付 

融資金額 100,000,000 円 

資金使途 運転資金 

融資・モニタリング期間 5 年 
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1. 企業情報 

 

 

①会社概要 

会社名 株式会社中野工業所 

設立年月日 1948 年 4月 1日（創業 1937 年 3 月） 

資本金 14,000,000 円 

代表取締役 中野 雅人 

本社所在地 名古屋市中川区玉船町二丁目 1番 13 号 

事業所一覧 

【名古屋事業所】名古屋市港区潮見町 10 番 1 号 

【三好事業所】愛知県みよし市西一色町前田 7番 1号 

【岡山事業所】岡山県倉敷市玉島乙島字新湊 8255 番 46 号 

【横浜事業所】神奈川県横浜市鶴見区寛政町 28番 1 号 

【東京営業所】東京都中央区八丁堀四丁目 10 番 8号  第 3SS ビル 505 号 

【大阪営業所】大阪府大阪市西区靭本町一丁目 5番 18号 NANEI 本町ビル 801 号 

【九州営業所】福岡県北九州市門司区新門司三丁目 67番 4号 

従業員数 182 名 ※2022 年 9月末時点 

決算日 3 月 31 日 
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    ②沿革 
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③組織図 

 

【人員】

※印は上席者の兼任とする。

調達企画部 国内調達企画

※

3名

業 務 1名

製 造 技 術 部

【事業所】 【部門】

中野ファーム 3名

岡 山 事 業 所

営業部
取締役営業部長

【エリア】

中 部 エ リ ア

関 西 エ リ ア

グローバル調達企画

取締役

生産統括部

中国・四国・九州エリア

東 日 本 エ リ ア

営 業 1名

営 業 1名

1名業 務

1名

業 務 1名

営 業

1名
※

37名

※
※

17名

1名
※

※

※

3名

21名
1名

排水処理

検 査

1名
1名

4名

32名

営 業

検 査
品質管理
排水処理
設備保全

工程作業

5名

3名

製 造 部 工程作業

設備保全

2名
工程作業

業 務 課

製 造 部

品質管理

製 造 部 工程作業

名古屋事業所 業 務 課

品質管理

6名

8名

代表取締役社長 常務取締役 総 務 部

三 好 事 業 所

検 査

※
業 務 課

設備保全 ※

検 査 1名

品質管理 ※

製 造 部

排水処理 ※

横 浜 事 業 所 業 務 課 3名

設備保全
排水処理
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④企業理念 

 

 

1970 年代に、我が国では環境問題に焦点が向けられ、各種汚染対策、循環型社会形成を目指す方策が

打ち出される中で、リサイクル業が世の中で担う役割の重要度、使命は非常に大きなものとなっている。 

当社は、ドラム缶という産業容器を主体とした更生事業に半世紀従事し続けており、今後もドラム缶

更生業のリーディングカンパニーとして、企業理念に則って顧客満足、環境負荷低減に根ざした事業展

開を進めていく方針である。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ドラム缶事業（製造・販売・リサイクル・回収）を通して世界の人々に便利で環境によい容器を 

提供していきます。 

 

・顧客ニーズや社会ニーズにあったドラム缶の流通システムを提案し持続可能な社会の構築に寄 

与していきます。 

 

・会社は人が運営し世の中に貢献し報酬を得ます。人が全ての始まりです。人との出会いを大切にし

て将来に向けて成長していく企業を目指します。 
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2. 事業内容 

 

 当社は 1937 年の創業以来、ドラム缶の修理・再生業に従事しており、業界内で確固たる地位を確

立している。「責任ある容器管理」を合言葉に、ドラム缶の回収から洗浄・スクラップ処理までを一

貫して行っており、更生可能なドラム缶は、回収後更生処理を施し、各ユーザー様にリユース・リ

サイクル出荷している。一方、更生不可能なドラム缶についても、回収・選別後スクラップ処理を

施し、スクラップ業者を通じて鉄鋼副原料として材料リサイクル（再資源化）が成されている。 

 

 

【製品・サービス紹介】 

（1）200L 更生クローズドラム缶 

  

 

 

 

 

JIS Z 1601 鋼製タイトヘッドドラムの規格

〈ドラムタイプ C〉に相当するタイプのリ

サイクルドラム缶。 
 

【主な用途】 

潤滑油、塗料、樹脂、化学製品、食品等の

油脂類の充填に使用される。 
 

【特長】 

ドラム缶の天板部が取り外しはできないタ

イプで、密閉性に優れている。天板部の大

栓、小栓の開閉により充填作業を行う。 
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（2）200L 更生オープンドラム缶 

JIS Z 1600 鋼製オープンヘッドドラムの規格〈ドラムタイプ D〉に相当するタイプのリサイクルド  

ラム缶。 

   

 

 

【バンド種類】 

内レバー式バンド 

 

 

【主な用途】 

中・高粘度の液体・個体・粉体の製品、出し入れし難い内容物の充填。塗料・化学薬品といった工

業製品やジュース等、食品充填にも使用される。 

 

【特長】 

ドラム缶の天板部が取り外し可能。 装着しているバンド（ボルト式 or レバー式）を取り外してか

ら天板を取り外し、ドラム缶の開口部から充填物の出し入れができる。 充填物の性状に応じて、ド

ラム缶内面コーティング仕様、内袋装着仕様等、多様性に富んでいる。 

 

 

 

内レバー式バンド 

 

ボルト式バンド 外レバー式バンド 
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（3）更生ケミドラム缶（複合容器） 

 

 

 

（4）空ドラム缶回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更生ドラム缶の中に新品のポリエチレン製

ライナー（ボトル）を装填したもの。 

 

【主な用途】 

腐食性、酸性度の高い内容物の充填に適し

ている 

更生ドラム缶の原資となる「空ドラム缶」について

は、北海道から沖縄まで全国で回収を行っている。 

年間 300 万本以上のドラム缶配送を管理している

当社関連会社である「NKB ネットサービス有限会社」

を主体とした物流ネットワークを駆使し、要所に配し

たドラム缶ストックポイントでの効率的な集積をす

ることで、 小ロットから大ロットまで、 スピーディ

ーかつ細目な空ドラム缶回収を実現している。  

 

●ステンレスドラム及びコンテナー洗浄 

●各種新ドラム缶販売 

●各種ドラム缶付属部品販売（ボルト、ナット、天板、バンド、パッキン、プラグ、キャップシール、 

ドラムキャップ等々） 

その他取扱品目 
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3. その他の活動 

①品質への取組み 

当社は、お客様のニーズを踏まえた「品質」の維持・向上に常に取り組んでおり、具体的な品質方針

を打ち出している。 

2005 年には業界で先駆けて ISO9001 を認証取得し、一貫した品質マネジメントシステムの構築、

PDCAサイクルの実施による品質管理のもと製造を行っている。2022年 4月には横浜事業所でも取得し、

全事業所での取得を達成した。 
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②環境への取組み 

 創業した 1937 年当初は、ドラム缶は貴重品であり現在に比べてリユース率が高かったが、日本経済の

発展とともに取扱数量増加に伴い、低コストにてドラム缶の大量生産が可能となったためリユース率は

減少傾向にあるとともに環境負荷が増加している。 

当社は 2001 年 3 月 25 日に「ISO14001」を認証を取得したことを機に省エネルギー、省資源、廃棄

物の減量化活動をはじめ、空ドラム缶の円滑な回収を実施し「ドラム缶のリサイクル事業」をより一層

推進することで環境負荷低減に貢献することを目指し、「品質」同様、環境においても具体的方針を打ち

出している。 
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③人材教育 

  

当社では入社してから管理職または専門職に至るまでのキャリアマップを作成し、知識・能力の標準

化がなされるよう、それぞれの階層に適した研修を実施している。 

また、リーダーシップ能力の有無で大きな差が出ないように、『リーダーシップ能力有り⇒管理職へ

キャリアアップ』『リーダーシップ能力無し⇒専門職へキャリアアップ』といったように、個人の長所

を最大限に活かせるような体制が考えられており、会社としてこのような方針を従業員に見せることで、

モチベーション向上に繋がっている。 

他にも従業員の資格取得の支援にも注力しており、業務に関係する資格の取得費用の全額負担や、有

資格者に対する手当ての実施等、従業員の意欲を後押しする制度を運用している。 

 

【資格一覧】 

資格名 取得者数（重複者含む） 

危険物取扱主任者 9 名 

フォークリフト運転者 46 名 

有機溶剤作業主任者 20 名 

溶接作業主任者・溶接技能講習終了者 17 名 

はい作業主任者 3 名 

乾燥設備作業主任者 5 名 

特定化学物質等作業主任者 5 名 

安全衛生推進者 5 名 

運行管理者 1 名 

初級システムアドミニストレーター 1 名 

衛生管理者 2 名 

粉塵作業特別教育修了者 1 名 

簿記 1 級、2 級 1 名 

合計 116 名 
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 ④中野ファーム 

       

  当社では障がい者雇用促進のために 2017 年 6 月、愛知県豊明市に「中野ファーム」を開園している。 

ドラム缶再生を行う当社の工場現場では危険な場所も多く、障がい者が安心して働ける場ではないと

の考えより取組みに至ったものである。 

農園では障がい者の安全性に配慮し、柔らかい専用容器に細かい軽石を敷いた養液栽培が採用され

ており、道具を使用せずに手で掘って播種できるように配慮がなされている。 

現状、季節に合った無農薬野菜（ラディッシュ、水菜、葉ネギ、パクチー等）が栽培され、収穫さ

れた野菜は社員へも提供され、福利厚生の一環としての機能も担っている。 

 

 

⑤SDGｓへの取組み 

 

 ※取組内容一部抜粋 

 

 当社では全社的に上記のような SDGｓ取組リストを作成し、主体的に取組む部署や、実施状況のステー

タス管理を行っている。各項目は従業員一人一人が考えたものであり、電気・ガスといったエネルギー

削減目標から、作業の効率化、原材料や機器の３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に至るまで

多岐にわたっており、当社のコスト削減と環境負荷低減の両立を目指している。 

項　目 取組み内容 担当部署 区　分 実施状況

廃油排出量の削減 噴射洗浄ラインの洗剤タンクに油水分離装置を導入する 製造部 環境負荷低減 実施完了

電気使用量の削減 塗装テストにより塗装ヒーター設定温度の見直しを行い温度を下げる 製造部 省エネ 実施中

塗料使用量の削減 塗装ラインにおいてエアラップガンのテストを行い塗着効率を上げる 製造部 省資源・環境負荷低減 実施中

ガス使用量の削減 洗剤の改良および洗浄テストを行い洗浄水や洗剤温度の見直しを行い低温化を図る 製造部 省エネ 計画中

排水処理薬剤の削減 苛性噴射洗浄最終STにすすぎ洗浄工程を増設し、排水処理への負担を軽減し、使用薬剤を減らす 製造部 省資源・環境負荷低減 実施完了

廃棄塗料の再利用 顧客から排出される廃塗料を再利用して製品化することで省資源化を図る 製造部 省資源・環境負荷低減 実施中

無駄な移動（燃料）を削減 原缶降ろし場所を細分化し効率的に荷下ろし移動することで無駄な移動や待機を減らす 製造部 省資源・環境負荷低減 実施中

原缶の適正仕分け 原缶リストのデータかを行い適正仕分けすることで、無駄な洗浄を減らす 製造部 省エネ・環境負荷低減 実施中

電気使用量の削減 LED照明への切り替えや導入を進め、電気使用量を削減する 技術部 省エネ 実施中

電気使用量の削減 塗装ヒーター温度夏季・冬季での温度調整 　1ステーション塗料温度75℃→50℃でテスト中 技術部 省エネ 実施中

塗料・電力使用量の削減 現在取り組んでいる内容　塗料使用量の削減テスト・工場・事務所照明LED化 技術部 省資源・環境負荷低減 実施中

ライントラブル削減 振分けライン(苛性噴射・酸噴射)A→B B→Aで製造の円滑化・トラブル箇所前後の休止を行う 技術部 実施中

蒸気ドレインの利用 投入ラインにてラベル剥がし易くする為に利用 技術部 省資源・環境負荷低減 実施済

エアー漏れの削減 見つけ次第修理 技術部 省資源・環境負荷低減 都度

紙使用量削減 不要な印刷はしない。裏紙の有効活用 業務課 省資源・環境負荷低減 実施中

SDGs取組み内容（名古屋事業所） 製造・技術部・業務課 2020年11月19日現在

回転しっぱなしのコンベア・ポンプなどの見直し・夏季・冬季　塗装更新でチェーン搬送(常時

ON)→シャトル搬送(荷有りON)全st常時回転→塗布stのみON
電気使用量の削減 技術部 省エネ・環境負荷低減

実施済
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また、SDGｓ取組以外の取組みとして、当社は具体的な SDGｓ宣言も行っており、環境対策のみならず

品質管理、社会への貢献、職場環境の整備について指針を公表している。今般のめいぎんポジティブイ

ンパクトファイナンスについてもインパクト分析を踏まえ、同宣言と共通した分野でのＫＰＩを設定す

る。 
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4. インパクトの特定 

①インパクトマッピングによるインパクト分布 

名古屋銀行は事業性評価におけるビジネスモデル（非開示）により株式会社中野工業所の主要、関

連業種を特定し、UNEP FI が推奨するインパクトマッピングからポジティブインパクト及びネガティ

ブインパクトの分布を調査した。株式会社中野工業所の業種カテゴリは多岐に渡る為、分布図は主要

業種の掲載に限定する。 

分布図中の「★★」は重要な影響があるカテゴリ、「★」は影響があるカテゴリを示す。株式会社中

野工業所の事業活動については「★★」「★」の影響をすべて検討する。川上・川下の事業活動につい

ては株式会社中野工業所が直接関与できないため次の事項を検討する。ポジティブ面では川上・川下

の事業でポジティブな影響の促進やネガティブな影響の緩和に株式会社中野工業所の事業が貢献でき

ることがないか検討する。ネガティブ面では川上・川下の事業において重要な影響があるか影響が及

ぶ地域での対応のニーズが強いカテゴリについて、取引関係の管理などを通じて緩和に貢献できるか

検討する。 

分析の対象となる事業活動がインパクトマッピングの業種分類に含まれる特定の事業の場合、当該

事業とは無関係なインパクトカテゴリについては検討しない。 

「雇用」に関しては多くの事業においてポジティブ・ネガティブの両面の影響がある。全社的な人

事戦略・雇用管理などの横断的な対応について別途検討する。 
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②インパクト分布図 

受注内容が多岐にわたるため、売上高の大きい（インパクトの大きい）主要業種に絞って分析を行う。 

 

・サプライヤーの事業（川上の事業） 

 

 当社の川上企業（使い終わったドラム缶を回収させてもらえる企業）は、燃油や塗料を使用してい

る企業が多く、特に取引金額の多い上記業種を選定した。ポジティブインパクトとして、『住居』『健康・

衛生』『雇用』『移動手段』『資源効率』『気候』『廃棄物』『包括的で健全な経済』『経済収束』におけるポ

ジティブが確認された。 

一方で、ネガティブとしては『健康衛生』『雇用』『水（質）』『大気』『土壌』『生物多様性と生態系サ

ービス』『資源効率・安全性』『気候』『廃棄物』が確認され、特に環境におけるものが多く散見されてい

る。製造・修理工程と、製品輸送工程で排出される汚染物質・廃棄物による影響が大きいものと見受け

られ、当社努力により緩和が難しい領域ではあるが、『廃棄物』のネガティブインパクトについては当社

の事業によりドラム缶のリユース・リサイクルを行うことで縮小させている。 

 

 

 

【 】 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

水（入手）

食料

住居

健康・衛生

教育

雇用

エネルギー

移動手段

情報

文化・伝統

人格と人の安全保障

正義

強固な制度・平和・安定

水（質）

大気

土壌

生物多様性と生態系サービス

資源効率・安全性

気候

廃棄物

包括的で健全な経済

経済収束

★★

★★

★

★ ★

★

★ ★

★

★

★★

★

★

★

Positive Negative

自動車・オートバイ卸

売・小売業及び修理業
インパクトカテゴリ

川上の事業

Positive Negative

ポジティブ

中分類454923

ネガティブ

4669

廃棄物・スクラップ及

び他に分類されないそ

の他の製品の卸売業

Positive Negative

ポジティブ ネガティブ

★

★ ★

★

★

★

★

★ ★

★ ★

★

2512

金属製タンク、貯槽及

び容器製造業

Positive Negative

ポジティブ ネガティブ

★ ★

★

★

★

★

★

★

道路貨物運送業

ポジティブ ネガティブ

★★

★★

★★

★★

★

★

4661

固形・液体・ガス燃料

及び関連製品卸売業

Positive Negative

ポジティブ ネガティブ

★

★ ★

★

★

★

★

★

★

★

★

3290

他に分類されないその

他の製造業

Positive Negative

ポジティブ ネガティブ

★ ★

★

★

★

★

★

★

★
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・同社の事業 

 

当社の事業におけるインパクトについては上記の通りであり、『水（入手）』『健康・衛生』『雇用』『水

（質）』『大気』『土壌』『生物多様性と生態系サービス』『資源効率・安全性』『気候』『廃棄物』『包括的

で健全な経済』『経済収束』についてポジティブインパクトが確認された。特に主業種である金属製品修

理業におけるインパクト領域は広く、影響が強いと考えられる。 

当社が行うドラム缶の修理・再生業という分野において、高い収益力を生むとともに、サービス品質

を向上させている主な経営資源として下記３点が挙げられる。 

1）大量のドラム缶を仕入れるための広いコネクションと営業力 

2）ドラム缶を回収し、また販売（輸送）するための効率的なネットワーク 

3）回収したドラム缶を整形、洗浄、塗装、組付等の作業を短時間で行うための技術力・設備 

毎年約１００万本のドラム缶再生処理を行ってきた経験の中で、上記経営資源を日々伸長させるととも

に、多面的にコスト削減に取り組むことで他社優位性を築き、より大きなインパクトを創出し続けてい

る。 

また、従業員の資格取得支援や個々の能力を最大限に生かせるような評価制度・キャリアマップの整

【 】 【 】 【 】 【 】

水（入手）

食料

住居

健康・衛生

教育

雇用

エネルギー

移動手段

情報

文化・伝統

人格と人の安全保障

正義

強固な制度・平和・安定

水（質）

大気

土壌

生物多様性と生態系サービス

資源効率・安全性

気候

廃棄物

包括的で健全な経済

経済収束

★★

★★ ★

★

★

★★ ★ ★

★★ ★

★

★

★★ ★

★★★

★ ★★ ★ ★ ★

★

ポジティブ ネガティブポジティブ ネガティブ ポジティブ ネガティブ

NegativePositive NegativePositive Negative Positive

他に分類されないその他

の製造業

金属製タンク、貯槽及び

容器製造業

廃棄物・スクラップ及び

他に分類されないその他

の製品の卸売業

インパクトカテゴリ

32902512 4669

同社事業

3311

金属製品修理業

Positive Negative

ポジティブ ネガティブ

★

★ ★

★

★

★★

★

★ ★

★

★

★
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備等により、従業員が知識・技術の向上に努めやすい環境を整えることで、『雇用』におけるポジティブ

インパクトを拡大している。 

一方で、ネガティブインパクトについては、『健康・衛生』『雇用』『水（質）』『大気』『土壌』『生物多

様性と生態系サービス』『資源効率・安全性』『気候』『廃棄物』の分野で確認された。川上事業と同様、

製造・修理工程と、製品輸送工程で排出される汚染物質・廃棄物による影響と考えられる。これらネガ

ティブインパクトに対して、ＣＯ２排出量及びエネルギー利用量の削減となるようなＫＰＩを設定し、

継続的に縮小を図っていく。 

 

 

・ユーザーの事業（川下の事業） 

 

川下の事業におけるインパクトは上記の通りであり、『食料』『住居』『健康・衛生』『雇用』『エネルギ

ー』『移動手段』『水（質）』『大気』『土壌』『生物多様性と生態系サービス』『資源効率』『気候』『廃棄物』

『包括的で健全な経済』『経済収束』におけるポジティブが確認され、川上事業と同種の企業も多かった

が、川下企業においては化学製品製造業の割合が多く、またスクラップ品の再資源化を行う材料再生業

があることでインパクト範囲が拡大された。 

ネガティブインパクトについては『健康・衛生』『雇用』『水（質）』『大気』『土壌』『生物多様性と生

態系サービス』『資源効率・安全性』『気候』『廃棄物』といった環境におけるものを中心に広い範囲で確

認ができ、当社努力により緩和が難しい領域ではあるが、『資源効率・安全性』のネガティブインパクト

については当社の事業によりドラム缶のリユース・リサイクルを行うことで縮小させている。 

 

 

 

【 】 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

水（入手）

食料

住居

健康・衛生

教育

雇用

エネルギー

移動手段

情報

文化・伝統

人格と人の安全保障

正義

強固な制度・平和・安定

水（質）

大気

土壌

生物多様性と生態系サービス

資源効率・安全性

気候

廃棄物

包括的で健全な経済

経済収束

★

★

★

★ ★

★

★ ★★

★ ★

★ ★ ★

★ ★

★★

★

★ ★★

★ ★ ★ ★

★

4669 中分類20

廃棄物・スクラップ及び

他に分類されないその他

の製品の卸売業

化学品及び化学製品

製造業

Positive Negative Positive Negative

ポジティブ ネガティブ ポジティブ ネガティブ

★

★

★

Negative

川下の事業

インパクトカテゴリ

ポジティブ ネガティブ

2511 3290

他に分類されないその他

の製造業
精製石油製品製造業 構造用金属製品製造業

2512 2599

金属製タンク、貯槽及び

容器製造業

1920

Positive Negative Positive Negative

ポジティブ ネガティブ

Positive

ポジティブ ネガティブ

★

★★ ★★ ★ ★

★

★

★ ★★★

★

★ ★

★ ★★ ★

★

★ ★★

★

★ ★

★★ ★

★

他に分類されないその他

の金属製品製造業

Positive Negative Positive Negative

ポジティブ ネガティブ ポジティブ ネガティブ

★ ★ ★ ★

★ ★

★ ★

★ ★

★ ★

3830

材料再生業

Positive Negative

ポジティブ ネガティブ

★★

★ ★

★★ ★

★

★★ ★

★★ ★★

★ ★

★★

★★
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尚、特に重要なインパクトカテゴリと対応するＳＤＧｓのゴールは、下記の通りである。 

※対応するＳＤＧｓのゴール 

 

 

 

③国内のインパクトニーズ 

 環境省が策定した「インパクトファイナンスの基本的考え方」における国内のインパクトニーズは下

記の図によって表される。特に取り組むべき SDGs を赤色、取り組むべきであるが不十分な SDGs を

黄色、その他を緑色としているものである。 

名古屋銀行が特定した株式会社中野工業所のインパクトと対応する SDGs のゴール「3、4、9、11、12、

13」に対して、赤色もしくは黄色のゴールに概ね該当するものとなっており、国内のインパクトニー

ズと整合的である。  
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④海外のインパクトニーズ 

株式会社中野工業所はベトナムのフンイェン省に、関連会社として「Nakano Industries Vietnam 

Co,Ltd.」を設立しており、現地で製造したドラム缶部品の輸入を行っているため、海外のインパクトニ

ーズについても整合性を分析する。下記に示したのは、上記国々の SDGｓインデックス＆ダッシュボード

2021 を参照したものである。緑で配色されたゴール以外は、色が薄い順に「課題がある」、「重要な課題

がある」、「多大な課題がある」となっている。 

特定したインパクトに対応する SDGｓのゴールが、ベトナムにおいても重要度が高いことが確認出来る。 

 

 

※ベトナムのインパクトニーズ 
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5.  測定するＫＰＩ 

①持続的な経済成長（ポジティブ拡大） 

 
 

②品質の維持・向上（ポジティブ拡大） 

 

 

③健全な雇用と教育（ポジティブ拡大） 
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④労働環境の整備（ネガティブ縮小） 

 

 

⑤環境への影響の配慮（ネガティブ縮小） 
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6.  インパクトの管理体制 

 株式会社中野工業所は中野社長を中心としてサステナビリティ経営充実の為の施策を各事業部が連携

してＳＤＧｓの施策を検討・実施・検証する体制が整っている。 

 めいぎん PIF におけるインパクトについても、中野社長が中心となり、管理・達成へ向けた施策を実

施する。 

      インパクト管理者 

最高責任者 代表取締役 中野 雅人 

 

 

7.  モニタリング方法 

株式会社中野工業所に対するめいぎん PIF のモニタリングは、インパクト管理者と名古屋銀行の担当

者（法人営業部サステナビリティ推進担当及び営業店担当者）により年 1 回以上の協議を通して実施す

る。年 1回以上の協議は、下記のプロセスで行われる。 

 

項目 内容 

1.内容報告・実績開示 設定した KPI の達成度を確認する。 

2.検証・精査 達成度について開示された情報を名古屋銀行が確認する。 

3.修正の検討 達成度・進捗度を検証し KPI の修正を検討する。 

4.追加の検討 形骸化を防ぐ為、KPI の追加や削除を検討する。 

名古屋銀行は上記のプロセスにおいて、自行のサポート及びアドバイスを実施する。また、モニタリ

ング実施状況については、株式会社格付投資情報センターに対し、包括的な年次レビューを受ける。 

 

8.  総括 

 株式会社中野工業所の事業内容及びインパクト調査の結果、手がける事業それぞれにポジティブ及び

ネガティブな影響を確認した。株式会社中野工業所が KPI 達成を目指すことで社内、地域社会への大き

な貢献が想定され、UNEP FI の「ポジティブインパクト金融原則」、ＥＳＧ及びＳＤＧｓの観点からも

十分な適合性を確認した。 


